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「意 志 」 の世 界 の芸 術 的表 現
Spiri七s
高 橋 弥 生
TheDynastsの与 える新 たな興味は,HardyのWil1の世界 とは如何 な
るものか とい う事 よ りも,む しろHardyが 如何 に してWil1の世界 を芸
術作品 の中 に取 り入れ たか とい う事 にある.こ の作品 の ト書 き,黙 劇,韻
律,Spirits(精霊)の 世界,i-magery等に見 られる細 かい工夫 に・Hardy
が,Willの世界 のvisionを視覚化 し,或 は一つ のtoneと して我 々
の直観 に訴 え ようと してい る意 図が うか がわ れる.Hardyは 今 や,写 実
的,唯 物的 な物の見方 を離 れて,心 の とらえ る拡大 な形而上 的世界像 の展
開 を試みてい るので ある.
表 題の 「意 志の世界 の芸術的表現 」 とは,Willの 世界 の創造 にあた り,
作者 が詩 劇の持つ種 々のdevicesを如何に利用 してい るか とい う事 を考
察す る為につ けた ものであ るが,多 くのdevicesの中 でも・Spiritsと
imageryとは,こ のepic-dramaの構成 とtoneに 主観的統一 を与 え
ているHardyの 宿命 論 の媒体 と して,叉,closetplayの特色 をよ く
生か している もの と して,特 に興味 ある要素 と考 えられるが,こ の小論 に
ては,Spiritsのみ をと りあげてみる.
尚,"Wi11の世界"と はWil1そ のもの とは区別 され る必要 が あ り,
Wi11及び そのWil1に より出現 する現象界 を指 し,又,別 の見方 をすれ
ば,Hardyの 宇 宙論 が うち立 てた世界像 で もある・
二十世紀への敷居 をまたいだHardyは,彼 が宇宙の根源力 とす る甚 し
く認識 困難 なWillな る ものをallegoryとして さえ擬 人化ぜず・ この劇
の配役からはつ し,そ のかわ り,あ くまで もWillこそが劇の進行 を司 る
ものである事 を示 す為 に,出 来 る限 りの近似 的表現 を用いてWil1の 作用
の描写に努 めてい る.Hardyは 人 間とWillとの間 の関係 をdramaの
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中で示 すにあた り,第 三者的視野 を持つ天上 界 を導 入 した.作 品 の形式 よ
り見て,こ の天上界 はギ リシア悲劇 の コーラスを連想 させ るが,そ の内容
性質 は多い に異 なる.天 上界のSpiritsは``supernaturalspectators"
であ り"contrivancesoffancy"(Preface)であ って,現 象 界 に対 して
その裏 にあ るWi11の世界"the:,-ofThings"(TheDynasts,皿.
、亜.vii)を見 せて くれ る鏡であ る.鏡 は何で も映 し出すが,そ の映 し出す
内容に は鏡 自身何 らの力 も及ぼ す事 が出来 ぬ如 くSpiritsは人 間の 目 に
見 えぬ世界 を克明 に描 き出す が,そ のと らえ る事態 が如何 に悲惨 な もので
あ って も,手 を加 える事は出来ず,Wil1の 示 すままの世界 を映 すので あ
る.た とえば,dramaの 中でのSpiritsの虚構性 が高 じて,時 折彼 等は
人 間に直接 語 りかけ るが(心 霊作 用),そ れ もWil1か らの衝動 の伝 達 を
単 に象 徴 してい るのにす ぎない.
だがspiritualで象徴 的な存在物 と して,彼 らには人間や宇 宙 のどの
面 に 目を向 けるかとい う自由 は各 々の性格 に もとず いて持 って居 り,た ま
た ま彼 等の選 ぶ 対 象 はきまって宇宙構造 の外 観ではな くて内面 であ り,
ヌ彼 等 はいつ も形而上的抽象 概念ばか り語 るわ けで はな く具体的 な事 件 を
頻繁 に叙述す るがその時 も人 間界 の明 るい面ではな く,あ らゆ る矛盾,災
難の渦巻 く暗い面であ る.Spiritsの語 る内容 は抽象概念であれ,具 体的
な事件 であれ内容 の本 質に変 りがな く,広 い視 野 と深 い洞察 力の とらえた
あ らゆ る事象 の本質,真 相である.
このSpiritsの語 る部分 と,その他の部分,言 い変 えるとTheDynasts
の中の イタ リックの部分 とその他の部分 とは如何な る関係にあ り,ど のよ
うに又,ど のよ うなWil1の世 界を象徴 してい るか とい う事 を今か ら考察
してみたい と思 う.
Spiritsは各 々個性 を与え られてい るが,そ の個性 化を超越 した よ り高
次の段階 に於 て,下 界 の人 間界 の事象 に対立 す るものと して彼等 のと らえ
る世界 には共通性 がある.TheDynastsにては地上の人間界 は単 なる現
象界 と して現在 のみを,形 而下的世界 のみを,つ ま り宇宙 の外観のみ を示
す.こ れに対 し,Spiritsは,前にふれ た如 く,物 象の形而上的関連、性,
Wi11を根源 とす る宇 宙の内部構造等,外 観の下 にあ る事象の真相 をとら
える.
今 に,第一部第一第幕三場例 をとってみ る.こ こは英 国議会 の場 で,Pitt
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の 提 案 に よ る 対 仏 国 防 条 例 に 関 す る,与 野 党 間 の 激 しい 議 論 が 行 な わ れ て




べ,Spiritsの 目 か ら見 る と,人 間 共 が,与 野 党 に 分 れ て 激 論 を斗 か わ せ
る の も 無 駄 で あ っ て,す べ て はWil1の 定 め た 方 向 に しか 進 ま ぬ 事 を 示 す.
戦 争 の 勝 敗 も 名 将 の 作 戦 に て 決 定 す る も の で は な く,Willの 加 胆 し た
方 が 勝 利 を 得 る.作 戦 計 画 に 迷 う オ ー ス ト リァ のMack将 軍 を 見 て
SpiritSinisterはWillが彼 を 動 揺 さ せ て い る と嘲 笑 す る が,彼 は 熟 慮
の 上,大 敗 を き た す よ う な 戦 略 を え ら ん で し ま い,い わ ゆ る勘 と い う も
の,(こ の 点 で 彼 は と う て いNapoleonに は か な わ ぬ の で あ る)及 び,
NapoleonがMackを な ぐ さ め て 言 う如 く"impishchanceordestiny"
が 勝 敗 を 左 右 す る の で あ る.Waterlooの 闘 に て お じ け つ い た
Wellingtonを見 てSpiritoftheYearsは も う こ こ ま で く れ ば
"shakenandunshakenarealike/ButdemonstrationsfromtheBack
ofTicings"とい いWil1が"hauls/Thehalyardsoftheworld"(皿 ・
靱.vii)と の べ る.戦 局 は 無 数 の 要 因 が 原 因 結 果 と な っ て 重 な り 合
い 必 然 的 に 一 つ の 結 末 へ と進 む の で あ り,戦 争 の 勝 敗 もWillの 世 界 に
織 り 込 ま れ た 既 成 の 事 実 な の で あ る.こ の 点 に 関 し てSpirits
の 言 葉 を ひ ろ っ て み る.SemichorusoftheYearsはWil1の 世 界 の
決 定 論 を 次 の 如 く 述 べ る."Eresystemedsunswereglobedand
lit/Theslaughtersoftheracewerewrit,/Andwastingwars,
byZandandsea,/Fixed,likeallelse,immutably/"(1・][.v)・
SemichorusofIronicSpiritsも 同 様 に"OInnocents,(.anye
forget/ThatthingstobewereshapedandSCt/Eremortalsand
thisplanetmet?"(1.W.iii)と 述 べ,す べ て は"ltspreadjusted
laws"に よ っ て 動 く.Napoleonが 英 国 侵 入 を 己 れ に 誓 っ て もChorus
ofIntelligencesの言 う如 く"lfTime'SweirdthreadsSOweave/"
(1.H.iii)とい う 条 件 つ き で あ る.Ulmの 闘 で 大 勝 を お さ め たNapoleon
が 敗 戦 国 オ ー ス ト リ ア のMack将 軍 の 面 前 で 自 己宣 伝 を や り,フ ラ ン ス で
は 自 分 の 一 か ぶ りで,直 ち に20万 の 義 勇 軍 が 自分 の 下 に 馳 せ 参 じ る と 述 べ
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Napole。nの大げ さな戴冠式 もSpiritsの言葉 に よ り,単な る"puppetry"
と化 して しまう.こ の よ うに人間共 が如何に も自信 たっぷ りと己 れの意志
を発表 し,どこか ら見て もその言動が 自由であ るように見 え る時,Spirits
は片は しから人 間の言 動 をWi11の ものに帰属 させて しま う.Hardyが
人 間 を如何 に も自由意志 に よ り動 くように見 せかけた事 は逆説 的効果 を狙
ったironyであって,Napoleonには特に その効果 があ らわれ てい るが,
人 間のみ せか けの有力 さと,真 の無 力 さ,つ まり外観 の世界 と,真 実 の世
界 とがTheDynastsにては広 大なcosmicironyと してと りあつかわ
れている.
このよ うに人間の台詞 とSpiritsの台詞 とがironicな効果 を出 しなが
ら,巧みに織 り混 ぜ られ,表 に現 われ る人 間の言 動を'巧みに裏返 してWil1
の作用へ と結 びつ けて しま うSpiritsの面 白い働 きは,全 編 を通 して一 っ
の定 まったtechniqueとして構成 の中にと り入れ られてい る.し か も
SpiritoftheYears,SpiritofthePities,Spiritlronic等は,各
々の性格 に もとつ いた口調 で語 りはするが,彼 等 が目 を向けてい るのは只
一つ,Wi11の世界 の真相 である.か くしてSpiritsとい う鏡 に映 された
人間界 と,地上の人間界 とは,我 々の認 識に閉 された,"theZlnknowable"
なWi11と人間の行為 との 関係 を劇化 し,い かに も自由に見 える人 間の行
為 もWi11が己れ 自身 を"objectify"したものであ るとす るが,この思想 を





的 に自分め行為 を自由で あると信 じてい る人間が,後 天的 に経験 を重 ね る
事 に より,自 分 が少 しも自由ではな く,己 れの認識 の とどかぬ所 で一つの
必然律 に支 配 されている事 を悟 る様 もSpiritsの介在 による.Napoleon
が世界征服 の夢 に耽 っている折 も折SpiritoftheYearsは下界 に向か
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って不思議 な 光を放射 し,Napoleonを始 めすべての人間がWil1の 網 に
かかって うご め く様 を ト書 きにて示 す と,Napoleonは突 然次 の如 く述べ
る.・`SinceLodiBridge/TheforceIthenfeltmove皿emoves
meon/WhetherIwillorno;andoftentiエnes/Againstmy
bettermind・… "(皿.1.i).自己にひそむ不安 な までに強烈な衝動 を
彼 がふ と感 じたその内面 の変 化をSpiritsは強烈 なimageへ と視覚化 し,
あたか もSpiritの放つWil!の 光にあた って彼 ρミ真 の己れの姿に気付 い
たかの如 くそ れを劇化 し,人 間の本性 を宇宙 の本体 の中深 くうえつけ る.
彼がSpiritsによ り宿命的 な自己 の姿 を見せつ けられる最大 の場面 は,
Waterloo大敗後 の彼 とSpiritsとの対話 であって,彼 はSpiritsから
のspectralquestioningsにさん ざんせめ たて られ皮肉 られ,と うと う
本 心 を暴露 し,フ ラン スの為 な どとい う口実 は捨 て去 って,空 しい名誉心
に駆 りたて られて いた事 を率直 に述べWil1に 盲従 してい た事 を示 す・
か くて我 々がNapoleonをSpiritsのとらえ方 にそって・つ ま り宇 宙の
内部構造か ら見 る時,TheDynastsの中の外観 的な人間界 とは異な る一
段 と高次の体系 の中に彼 の位置 を発見 し,彼の持つ 非人道 的性格 をもWi11
に属 せ しめ,一 時 な りと も彼 を悪人 と して見 る事 を停止す る事 が出来 る.
しか し,人 間は高 度の理性,感 情 を持つ生物 とい う意味 に於 て悪 に責任 を
持たねばな らぬ.つ ま り自我 を離 れた純粋 な認識作 用に より,人 間は形而
上的真理 を知 ることが出来 るのである.こ の点 は,後 に述 べ る良 心の苛責
の所 で明 らか になる と思 う.
さてSpiritsが人 間の心の中へ と更 に入 り込めば,そ こに心霊作用が
象徴 され,こ こに到 って,Spiritsの存在 その ものが もつ異様 な 面 白 さ
は最高潮に な り,そ の威力 はGothictasteの域 に達 す る.Spiritsは人
間に直接囁 きか け,人 間の意識 の奥深 い部分 の働 きをdramaticに象徴
し,Willの世界 の芸術 的表現 の大役 を果 してい る・TheDynastsには一
種 の心霊作 用と考 えて もよい場面 が しば しばあ るが,そ の多 くはSpirits
の介在に より,そ の内で も人 間の死 の予告 は興味深 く,人 間はSpiritsの
予告の囁 きを虫 の知 らせ と して心の奥深 くに聞 きとる,た とえばSpirit
oftheYearsが英 将Nelsonに何 かを囁 くと,彼 は話相手 のLolling-




th°ughlf・a・th・m・…Irec・g・ize/ …… ・(1.∬.i).そ し
て彼は 三幕 あとで死 ぬ・Perceva1も死 の予 告 をSpiritsから 聞 く
.
死 に限 らず,不 吉 な将来 を予感 する人間 の心理 もSpiritsの介在 に よ り白
い海鳥 や死 の影 など様 々な形 で視覚鰤 こ象徴 され,そ のか も し出 す異様 な
雰囲気は,こ の作品 の持つtoneの 縮図 と も言 える独特 なもので ある.死
の予 感 を受けた者は,戦場 にては死 を さけ ようと もせず,命知 らずの勇気 と
無鉄砲 さで先 陣 を切 り,時 には敵 の弾 をまと もに受 けて死 に,自 己破壊 的
行 為 へ とWi11に 盲導 される.Hardyが 人間 に死 の予感 を与 えてお い
て,そ の死 を実現 していった手法の 目的効果はSpiritsの介在に よ り明 ら
かであ る・Wi11とは先 に も引用文 に示 した如 く,"theOne"であ り,し
か も個別 相を呈 するあらゆる現象 に内在 する.従 って時間空間 とい うもの
はSpi・itも"WhatareSpaceandTime?AfancyJ・ と述べ る
如 く,単 に人間の認識の方式であ り,Wi11そ の ものには適 用 されえぬ.
Wil1とは"TheEternalUrger"・7'hewheelwhichdrivesthe
Infinite""TheUnrelaxingWiZl"であ り,Schopenhauerも我 々の認
識 作用に 関 して述べてい る個 所で,時 間空間,因 果 律 に言及 し物 自爾は空
間 を 占 め ぬ もの,時 間外に存す るものであ る事 を説V・ている.(1)Wi11
は更 に``scopedabovepercipience"でもあるとTheZ3ynastsの中にの
べ られ ている・ このよ うなWi11の本 性は,燗 の無意識 な部分 を通 して,
意 識の中 にも伝わ り,暗 くてわけのわか らぬ象徴的 な感 じを与え る.こ の
無意 識の領域 か ら意識の領域 への流 通 をSPiritsは見事 にdrama化 し
,
宇宙 の心 に通 じる人 間個人 の心,及 び人 間の定命性 を象徴的 に描 き出 す.
現 象界 にては偶然 とみ える死 も,Wi11'の世界 にては永遠 の昔 から定 ま っ
た ものであ る事 を,こ の死の予感は よ くあ らわ してい る.予 感 とい うもの
がWi11の 超時 間性 を示 す もの であれば,Clairvoyanceやtelepathy
は その超空 間性 を示 す.後 者 を例 にとると,形 而 上 的 なWi11の 世 界
では,自 分 のwillも他人のwi11も唯一 なるwi11に 抱括 される もので
あ ってみれば,個 人同志は この共通の部分 を通 して互いに通 じ合 う事 が出
来 よ う.そ れ故 この現 象界 にて も稀にではあるが遠方に居 る者の心 中をそ
れ とな く悟 るとい う不思議 な現象 が生 じ,こ のtelepathyの伝わ り方 を
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Spiritsが象 徴 する.・
a,空 間的 な面 からみて人間対人 間のtelepathyとは少 々異 なるが,
やは りtelepathyの一種 と考 え られ る人 間 対Wil1のtelepathyを
Spiritsがchanne1となってひきお こす場面 をと りあげてみ る・Trafalgar
の海戦 で完敗 した フランスの提 督Villeneuveは,敵に も味方 に も捨 て
られ今は 自殺 するのみ と観念す る.す ると姿な きSpiritoftheYear
は彼の耳許でWillは もはやお前 をこの世 にひ き とめよ うとは して い ぬ
と次の如 く嘴 く,"TheWillgrantsexitfreely;/Yea,Itsays
"Now"……"(1 .Y.vi).Villeneuveに内在す るWillは もはや彼 の
体内で は自殺 以外 に充 分に 自己主張 はとげ られず,仮の宿 たる彼 を捨 て,死
を許す.Villeneuve自身 は,自殺 さえ も1Willの支配 を受 ける人間 を象徴
し,Spiritは,Wil1からの 自殺許可の伝令 を伝 え るchannelとして暗
示力 の強 いWil1の衝 動 をあ ざやかに象 徴す る.自 殺に対 す る同様 の と り
あつかい方はNapoleonの場合 に も見 られ,彼 は 自殺に失 敗 して次 の如 く
述 べ る."Fatehasresolvedwhatmancouldnotresolve・/I
mustIiveon,andwaitwhatHeavenmaysend/"(W.W.iv).
心霊作 用そ のものは客観性に乏 しく,神 密性 は濃 く,濫 用は避 け るべ き
であるが,今 だに科学 では解 くことの出来ぬ ものの存 す る事は明 らかであ
り,Hardyは``TheUnknowable"なるものを象徴 す るにあた って心霊
作 用 を用い,近 代精神 に基 く彼 の意志 哲学 をGothictasteを思わせ る
古 い道 具立 に盛 り,Willの 持つ神 密性 を審美 的に表現 した ものと思わ れ
る.彼 は,Willの形 而上的同一性 が,そ の現象界の形而下的差別相 の世
界 にあ らわれ て くる一 例で ある心霊作用 を用いて,決 定 論 を説 いてい るの
であ る.つ ま りWil1が我 々を動かすのは,人 聞の心の無 意識の領 分か ら
であ り,Spiritsと人間 とを心霊作用 によって連結づ け る 事 に よ り,
HardyはWil1の支 配を受ける人 間像 を描 いた.
今までの考察にて明 らかになった如 く,Spiritsのとらえる宇宙の姿は
真実ではあるが救いのない世界であ り,これを視覚的に言 うと,た とえば
goodhumorに漲る人間の台詞や ト書 き,黙劇の部分に対 しては・ 暗 く
不吉でしかも鋭い諷刺 を含 んだ語句にあふれるイタリック体が,く っきり
と浮び出す場面が しば しばあるとい う事になる.この点を端的にあらわ し
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てい る場 面 をと りあげてみ ると,祭,祝 賀会,結 婚式,誕 生 など人間界 の
めでたい行 事が進行 してい る時には決 まって,Spiritsがその陰 にあ る人
生の暗い面 をと りあげ,そ の場の雰囲気をたち まち暗 くして しま う.た と
えばPrinceofWalesの誕 生 日祝 い と,ス ペインに於 け る英 軍 の大勝
利 とい う二重 の喜 びに沸 き立 っBrightonでのdynastsの 大宴会 に対
して・Spiritsのaerialmusicは,異国Walcherenの島 の地獄 の よ う
な沼沢 地で・dynastsの空 しい野心 の為 にむ ざむ ざと命 を失 ってゆ く英
国兵士達の悲惨 な死 を うたいあげ,ゆ がん だ世相 を嘆 く.叉,個 人 に焦 点
をあて てみ ると,望 み通 りの男子出生に有 頂点 にな ってい るNapoleonに






boydyher/一"(g .W.iii)と独 白す る.か くてこのめでたい場
面 も庶子へ の言及 の為 に暗 い影 をひか ざるをえぬ.Spiritの 曝 きは,
Napoleonの心にふ と湧 い た連想 を象徴 し,良 心の苛責か ら 逃 れ え ぬ
Napoleonの姿 をあらわ してい る.彼 とMarieLouiseと の結婚式 も
SpiritSinisterが仏革命 の露 と消 えた新婦の大伯母MarieAntoinette
の事 を二人 に無意識 にかんぜ しめた為,不 気味 で陰気 な結婚 式 に 終 る.
Spiritsは成功 に成功 を重 ねるNapoleonのなす事 の裏 にある暗 い面 ,
意志 の強 い英雄 の内面 の葛 藤 をとらえる.
この世 に完全 な幸福 はな く,ど こかに必 ず矛盾 や不幸 が潜 んでいるとす
るHardyの 人 生観 は・物 象の外観 のみを示 す人 間舞台 の明るい場面 と,
真相 を映 し出すSpiritsのとらえる暗 い入生面 とい う二重構造 によ り象'
徴 され,こ れは この作品中 の一つのtechniqueとな って全編 に散在 し,
天上界 と下界 とか らな るこの作品の構造 の中に巧 みに と り入 れ ら れ て い
る・ そ して この明暗の対比 がWi11の世界 が本質的 に悲劇 の世界 である事
を示 す.
今 までの考察 をまとめ る乙Spiritsのとらえる世界 は,外 的なaction
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を示す下界 に対 して,そ のactionを ひき起す 内 面 の世 界 であ り,叉,
人 間の言動 に対 する哲学 的考察,解 説,批 判 の声である.つ ま り・Spirits
こそが舞台 を操 るWi11のかげの働 き,外 観の下 に広が る真相 を語 るので
あ る.か くて天上界 と下界 とにそれぞれ与 え られたかかる役 割の組み合せ
がか も し出 す作 品全 体の調子が,或 はその組 み合 せその ものがWillの世
界 を浮び上 らぜ る.こ の組み合せの面 自 さを出す根 本は,入 間 とSpirits
との間に,宇 宙 の真理 をつ きとめ る覚醒力及 び活動 範囲に程 度の差 がある
事 であ る.Spiritsは超入 的精神 力,知 力,予 言力 を持 ち,彼等 の現象界 の
拘束 を破 っ た空 間的活動 は,我 々に快感 を与 え しめ,人 間に対す るその精
神上及 び物 理上 の優越性 はSpiritsならではの奇怪な場 面 を展 開 し,彼ら
の存在意義 を徐 々に明 らかに してゆ く.Spiritsをひき立て るかの如 く人
間は,洞 察力 が弱 く,自 己本位的で視野 も活 動範囲 も狭い.長 い寿 命 を与
えられたSpiritsの見 た ものはWi11を根 源力 と した生物 の進化であ る.





宇宙 に住む生物 は 目に見えぬ程 の虫 けらでさえ も豊富 で精巧 な技術 と最大
の熟慮 とによ り出来上 った 自然の創造物 と しか老 え られぬが,Wil1の 方
から見 ると,こ れ らの者 を造 った力はあ らゆ る熟 慮 の正反対であ る猛烈な
盲 目的衝動に よ り生れ た ものであって,し か もWillはその盲 目的創造 力
に相応 した無 関心 さで これ らの被創造物 を破壊 す る.(2)戦争は進 化に見 ら
れ るこの無意味 な破壊 行為の大規模 な ものであっ て,Willは 一 国を栄 え
さすか と思 えば,他国 を してその国を滅 ぼ させ,この無駄 なWillの戯れ に,
無数の人命 が失 なわれ,ShadeoftheEarthが次 の如 く嘆 くの も尤 も
であ る・``WhatbootsiちSire,/Todownthisdynasty,setthat
oneup,/Goadpantingpeoplestothethroesthereof,・・・…"(j .
1.ii).この よ うに戦争 の不合理性 は人間 によ ってではな く主 と し て
Spiritsによってあばかれ る.た とえば スペ インのSalamancaにて,
明 日の対仏戦争 に備 えて,嵐 の中を前戦 に赴 く英 国兵士達 を見てChorus
ofthePitiesは,人間共 には この嵐 が馬鹿 げた戦争 に対 する自然の叱責
●
22
で あ る 事 が わ 筋 ぬ の か と 嘆 く.・ ・P・i・"・が"・hefi・stthi・gw・
instinctivelyflyfrom・・!3)であ ってみれば,人間が無意識 ・無感覚 なWill
に導かれ て戦争 をすることは明 らかで,こ こに戦争悲劇の原因が あ る.
Waterloo大戦 も終 り近 い殺気立 った戦場 を見 おろ してSpiritsofthe
Yearsは次の如 く述べ る."Observethatallwidesightandself‐





うなdynastsとpeoPleの関係 は,Napoleonとフラン ス国民 との間に最
もよ く現わ れ,エ ルバ島脱出後,パ リへ驀進 す る途 中で の彼 の人気挽 回等
はよい例 である.彼 の持つ異常 な威 力,暗 示力に富 む演技 や言葉 に惑 わ さ




VI.ii).国家安 全の為とい うdynastsの言葉 に まどわ され・かつ 叉戦争
の持つ致命 的な魅力に と りつ かれて夢遊病 者の如 く闘 う諸 国民,愛 国心 か
らか忠 義心か らか,い つれにせ よ高 い人格 を持ちなが ら闘に命 を捧 げ ざる
をえぬ将軍連,及 び権力欲に と りつか れたdynastsは,戦 争に 関する
Spiritsの近代 的な高 い理性 に基 く判断力,彼 らによる高 い視点か らの戦
場 の描写,そ こに うごめ くア リの様 な人間共 と対照 された時,下 界の人間
が,い とも み じめに人 間の本能や盲 目的衝動 を象徴 してい る事は明 らかに
なる.
Spiritsに与 えられた高度の予言力 が,そ れ らを持たぬ人間 との間に一
種のironyを 生 じる事 がある.た とえば オース トリアの皇太 子 がNa-
poleonを評 して"theupstartchief"と言 い,自 分 ρ先祖は遠 く歴史 の始
ま りに源 を有 してい るといば りち らす と,SpiritIronicは"Notethat.
Fiveyears,andlegalbrethrenthey‐/Thisfeudaltreasure
andtheupstartman/"(1.W.iii)とのべ,今 度は逆 に他 の場面では,
Napoleonが遠 くスペ インまで遠征 に出てい るのを知 って強腰 に出て来 た
●
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オ 宀 スrリ ア に 対 して,Napoleonが毒 舌 を吐 く と,SpiritofthePities
は 次 の よ う に 述 べ る,"Hashe'noheart‐hintsthatthisAustrian
court,./Whereonhismoodtakesmouldsomasterful,/Isrearing
naivelyinitsnursery‐room/Afuturewifeforhim.q"(][. Q
ii).Spiritsの言 葉 は,こ の 両 人 が 将 来 義 兄 弟 に な る 仲 で あ る 事 を 我 々
に 暗 示 し,何 も知 ら ず に 吐 き 出 さ れ る 人 間 の 言 葉 とironicな 効 果 を 出 す .
Spiritsのphysica1な優 越 性 を 見 る ど,彼 等 の 視 点 は 概 し て 空 中 高 き
と こ ろ に あ る 故,彼 等 の 鳥 瞰 図 的 な 下 界 の 描 写 に 於 て,入 間 は"insect"
や"caterpillar"にた と え ら れ,こ の 視 覚 的 な 人 間 の 大 き さ は 人 間 の 存 在
価 値 の 大 小 に 直 結 さ れ,Spiritsの 目 か ら 見 る と 人 間 は"animalcula"の
如 き も の で あ る.彼 ら の 目・に は 人 間 界 も さ な が ら ⑤`puppetry""mime"
"harlequinade'・"phantasmagori
cshow"で あ り,人 間 は"puppet""a
figureo〃alantern-slide",Wi11は"thedeftmanipulatorofthe
slide""showman"であ る.人 間 を 微 少 な 下 等 動 物 に た と え る の はDarwin
の 影 響 で あ ろ う し,人 形 芝 居 は 人 間 を 機 械 化 し て しま う.か く てSpirits
の 目 に よ り 人 間 は 広 大 な 宇 宙 の 粒 と 化 し個 性 の 無 い 無 力 な 動 物 と な り,こ
れ は 人 間 に 対 して は 無 情 で あ っ て も,宇 宙 に対 して は 公 平 な 自 が と ら え た
人 間 の 強 烈 なcaricatureであ る.
HardyがTheDynastsにて描い たの はWil1に左 右 され る人 間の歴
史 であ った.人 間の歴史 はい つで もよ りよき状態 に向か って進 んでい ると
は決 して言 えぬ.時 には脱線 し,後 退 する.と い うの も愚鈍 な或 は狡猾 な
人問が権力 を握 るとい う事が しば しば ある如 く,こ れがWillの や り方 な
のであ る・Napoleon戦争は よい例 であ り,,ヨーロ ッパ諸国 は彼の一挙一
動に動揺 し,知識人や人道主 義:者の声 は戦火にか き消 され,Spiritofthe
Pitiesのい う如 く教会 も"earthlyduress"にせま られ,Napoleonの
如 き俗人 を歓迎せねばな らぬ.人 間の 中に も優れた頭脳や勇気 を持 った者
も居 るが・それらも・時 には誤 用 される.た とえばNey将 軍が,Waterloo
にて向か う見ずな決死 の闘を狂人の如 くつづ ける様 を見 てSpiritofthe
Pitiesは次 の如 く嘆 く;"Whyshouldmen'Smany-valuedmotions
take/50barbarousagroove/"(雌.肌iv).最も好 い例 はNapoleon
で,彼 の知性 はWi1.1に仕 える為 に特 に鋭 くーな り∵ 正確 で迅速 な判断 力と,
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敵 の 作 戦 を 見 抜 く超 人 的 な 洞 察 力 で 成 功 を 得 る.彼 の 勝 れ た 頭 脳 と 勇 気 と
は 結 合 し,大 規 模 な 征 服 を 可 能 に し た 要 因 と な っ た の で あ る.
同 時 に 又,地 上 の 人 間 は 利 己 的 なdynastsと 愚 鈍 な 国 民 を象 徴 し,
TheSpirit・oftheYearsとthePitiesは そ れ ぞ れ こ の 点 を 次






that'fewevenunderstand/"(皿.U.iv).そ し てSpiritsの 持 つ
知 性,洞 察 力,判 断 力,同 情 心 は,人 間 誰 し も 持 つ こ の よ うな 性 質 と,因
習 的 な 考 え を 捨 て 自 由 で 合 理 的 精 神 を 持 っ た 人 道 主 義 者,知 識 人,文 人 等
の 物 の 考 え 方 を 象 徴 し て い る と い え よ う.だ が こ の よ う な 特 性 を 与 え ら れ
たSpiritsは,physicalに は,Wi11の 作 用 を 映 し 出 す 単 な る 仮 空 の 鏡





viii).そして 下 界 は い つ ま で も続 く悩 み と 苦 痛,陰 謀 と 欺 瞞,殺 戮 と 破 壊
の 世 界 で あ り,こ の 作 品 は 宿 命 論 に 満 ち て い る と い わ ざ る を え ぬ.だ が






残 酷 なNapoleonも 悪 夢 に 襲 わ れ,自 分 の 野 望 の 犠 牲 に な っ た 者 達 の




を仕掛 ける,のはSpiritIronicであ って,こ の夢 はNapoleonのdilemma
を象徴 しセい る.も しも彼 が自分の木正 を運 命のせいにす る事が出来 るな
ら,苦 しむ事 はない.Wi11と は,単 一物 であ り,そ の現 わ れ で あ る
人間は,本性 に於 て 自他 の区別 はな く,他人への加 害 も自分へ の加害 に等 し
い.こ の真理 を漠然 と感 じるのが良心の苛責であ り,不 正 を行 う者 を満 た






corporealframe."(5)かくて,良 心の苛 責か ら逃 れえぬNapoleonの宿
命性 が,Spiritを用い たdramaticな手法 によ り外部 か らの強制 的 な力
の如 く象徴 されてい る.叉,我 ダは反 戦論 を人間界 から聞 く事 もたまには
あ る.た とえば,第 三 部 第 五 幕 第 五 場 の イ ギ リ ス議会の場 で,野 党
議員B・ ・d・七tは 次 の如 く演説す る.``lh…b・h・1dth・ag・nies°f
war/Throughmanyawearyseason;seenenough/Tomake
meholdthatscarcelyanygoal/lsworththereachingbysored
aroad.,_・".幾多の大戦 を見 て来 た我 々読者 の気持に も,TheDynasts
も終 りに近 い この場面 での彼 の発言 はぴ った りであ り,か つ人 間 で あ る
Burdettが,今までSpiritsの繰返 して来た反 戦論 を,国 運 を決め る議
会 の場 で真 向か らと りあげ,野 党派 と して その演説 内容 は少 々割引 き して
考 えねばな らぬ と しても,人 間 とSpiritsとの覚醒 の差 は縮 め られてい る.
叉,つ かの間の休戦時間 を利 用 して,小 川 に水 を飲 みにやって来 た敵同志
の兵士 らが,両 岸か ら手 を さし伸べあ って握手 をする場 面 もSpiritsに
よ り同情深 く語 られる.戦 争 の非入道性,不 合理性 を理解 するのには必ず
しも高い知性 を必要 とはせぬ.知 性の凡庸 な人 間で も充 分なる道徳性 や博
愛精神 を持 ちあわせてい る.何 故 なら同情 とい うものは,良 心の苛責 と同
様 その根拠 を形而上的真理 に基づ く人 間の本性 の中に有 してい るか らであ
る.つ ま り自分 と他人 との個体 間の唯我 的な差別 を認めぬ事である.同 じ
くこの世に苦 しみを受ける者 同志 であるとい う意識 は,自 己超越 を我 々に
ノas
可 能にせ しめ,人 々を結びつけ孤立感 を超越 せ しめ る.下 界 に もこのよ う
に人道主義 に基づ く行為は見受け られ るが,宿 命論 ヅ色で作品を塗 りつ ぶ
すと して も,人 間を取 扱か ってい る以 上,か か る面が表われ るめ は当然 で
あ る・Hardyの い かなる悲劇 を読 んで も我 々・が必 ず感 じるのは,彼 の人
間 に対 する並 々ならぬ興味 であ り,そ れが我 々に,い かに宿命 の世界 をみ
せつけ なが らも,同 時 に入間みな同胞 感を感ん じさせ る原因であ る.The
Dynastsの華 やかな歴 史的場面,素 朴なWessexの 村人の場面 ,一 種独
特 σ集 団美 を呈 する大軍 の動 きの鳥瞰 図に,つ きせぬ興 味 を与え る人 間社
会 に,と い うよ りも,も っと原始 的な人 間の集 りとい うものに対 す る,深
く,胸 躍 るよ うな作者 の関心がに じみ出ている.TneDynastsのartistic
repres°ntationは,暗い宿命観 を象徴 しているが,そ の構造の こみ入 っ
た虚構性,審 美的統 一は,こ の作品 を1ifeismeaninglessとする者 の
作 とはせぬ原因 ともなってい る.人 生 とは如何 に空 しい ものであ って も変
化 にとみ複 雑であ り,人 間の形而上的存在 と形而下的存在の対立 は,宇 宙
構 造を更 に複雑 化 してい るが,Hardyは これ らすべて を独 自の方法 にて
ま とめあげ,一 巾の亘 大な絵巻 物 を創造 したのであ る.
Hardyにあ って は,人 間の知性の高度な発達 も,Schopenhauerの如
く,Wi11の断滅 に,こ の世の崩壊 に導 くものではな く,Willの覚醒 に よ
・るこの世 の改善 へと向 うものである.故 にHardyの 宿 命論は決定的 な
ものとは言 えず.現 実 の世界 とある程度の妥協性 を有 してい る.Hardy
に とって,地 上の世界 は宇宙構造の内で も,絶 えず変化す る外 面のみ を示
す とい う意 味に於 て,Wi11の 真相ではな く単に外観のみ を示 す ものであ
るが,こ の世 は現 に存 在 し,こ の現 象界 に於 て10wing-kindnessの世界
は到来す るのである.こ れはhumanismのあらわれである.人 間界 が慶
事 に うか れているる時 に,そ の陰にある暗 い面 をSpiritsがあば き出 す
の も``ifwaytotheBettertherebe,itexactsafulllookatthe
Worst"(6)とい うHardyの 持論を よ くあ らわす ものであ って,我 々 も
Spiritsのとらえる人生 の暗黒面 を直視 して こそ,真 に明 るい世界への 道
を発 見 し得 るので ある.
TheDynastsに於 ては,作 品 のtoneや 構成 が作者 の宇宙 論の芸術的
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表 現手段 とな っている事 が特色 ど言 え,今 までの考察 もその点 に焦点 をあ
てて来 た.超自然かつ崇高 で悲劇的 なこの作品のtoneを出すのにSpirits
は大役 を果 して居 り,作 品 の構 成面 に於 て も,SpiritsこそはHardyの
思想 のdramatic-equivalentであ りvisibleessenceであ る故 ・ この
ように真象化 され た抽象概 念が,epic-dramaの構成 を決定 し・宇宙に於
けるWi11と 人間との 関係及 びWillに誘導 され る人間の 内面が,下 界で
起 る外 的なdramaticactionを内包す る更 に大 きな構成 をな し・この二
重構 造が作品 を超 自然 化 し,そ の中に苛酷 な宿命論,近 代 的な進化 論が包
み こまれてい る.
Spiritsは人間の心 の中の微妙 な変化を1化 し,無 意識 より意 識へ の衝
動 を伝 え,一 人の人間の心を他 人の,或 は宇宙 の心に交流 させ,死 を予告
し て 人 間を驚 か し,又 は地球 を一瞬に して飛 び廻 るのであ る.つ ま り
Spiritsのとらえる世界は大宇宙 につ いて言 えば,そ の内面の本性 を描 き
出 し,一 人の人 間の行為 から,人 類 の歴史 に到 るまで,す べ てWillの定
め たもので ある事 を示 し,小 宇 宙 とも言 えるmの 人間 につ いては,そ の
奥深 い内面 を とらえ,明 るい知性 が しば しば本能的衝動 に負 ける様 を描 く
が,こ の大宇 宙 と小宇宙 とは結局同一物,つ ま りWi11の世界であ り・決
定 論の支 配す る世界で ある.
これらのSpiritsの機能 は,只Willの 世界 を象徴 す るための もので
ある.つ ま りHardyは,皿etaphorやsimileの如 き言葉 の段階 にて
Willを描 くばか りでな く,こ れ らよ りもより高次 な段 階で,つ まり作品
の構成 や構成要素 その ものを利 用 してWi11の 世界 を象徴 し て い る.
Spiritsも人 間 も各 々その もの として存在 しているのではな く,あ る1つ
の ものを象 徴する為 にあの ように語 り活動 するのである.
か くてWillは何 か しらobscure,infinite,mighty・terribleなも
のと して我 々の眼前に立ち塞 が り,恐 怖 と不安 を与 える.作 品全体は当然
symbolicな世界 とな り,虚構性 は高度 に発展 され,literallyに真 でない
ものが真 でないが故 に,そ こに面 白さと独特 の説得力 を もって真実 を説い
てい る.つ ま り我 々は厭 世哲学の体系 を読んで絶望感 をあ らた にす るが,
宿命 の色 こいTheDynastsをよんで我 々が得 るのは只 絶望だけではない.
我 々は深 く考 えさせられるが,そ れは人生か ら離 れる為 の ものではな く,
よ り近づ く為の ものである.そ してこの ように我 々を人生 の内面へ とひっ
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ば りこむ力 がHardyのartの 力 であって,は か らず もここにはHardy
の人生に対す る真の気 持及 び人生一般 の真の姿 があ らわれてい る.人 生 と
はか くも苦 痛 と災 に満ちた ものであ るのに,我 々は根 強い執 着 を持 ってい
る.
Wil1の世界の芸術的表現の意義は ここにあ り,宿 命の世界 を描 きなが
らもHardyのartは 我 々をひきつ ける.我 々に人間 を,人 間社会 を捨
て させて しまえば芸術作 品の意義 も無 に帰 するであろ う.TheI}ynasts
に於 ける意志哲学の芸術的表現の大役 を果 してい るのはSpiritsであ り,
彼等の如 き,人 間界 の拘束 を破 った高 き視野 を持つ第三者 がいてこ そThe
Dynastsは救いな き宿命の世界 と同時 に人間の歴史 の不思議な魅力 をか も
し出すのである.
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